


の道は開かれない。かくして 3年次から適当に遊び

つつ,自分なりに努力 してきたつもりである。 3年

末から社会文化学生図書委員会を組織 して,研究室

の管理,図書の購入を計ったが,就職戦線への突入

とともに低滞 した。ユニオンの経過についてはのち

にふれる。

その 3

「NQ13」 に寄稿 した「私にとってヨーロッパとは

何か」は,79年 2月 末から1ケ 月間ヨーロッパ (主

にEC諸国 )に旅行 したことの「まとめ」的意味の

ものである。総費用5Cl万 ,親などに迷惑をかけずに

アルバイ トと借金によって何とかなったが,やはり

70万 ぐらいは必要かもしれぬ。その旅行での裏話は

「NQ14」 に載せてあるので御笑覧されたし。

6月 には教育実習,708月 は教職試験で東奔西

走 したが,準備不足のためかなり苦労 した。 しか し

教職は私の唯一の志望なので,何とか広島にのこり

たいと考えている。教職について少 じのべるならば ,

昨今の事情から我が学部でも教職希望が多いが,私

も含めてひとつの反省,希望がある。つまり教職科

目はとるが,それ以外での教育的な議論なり,研究

会なり行われてこなかったということである。教育

実習期間中は,教授方法等についてはかなり進展 し

ても,そ の基礎たるべき教育観なりが一切議論され

ないのははた していいことだろうか。ましてや教師

をめざさない学生が,楽 しいからとか,ためになると

かの皮相的な気分で実習にいくこともその是非が討

論される必要がある。しか しそれは教職希望を排除

しているわけではなく,少なくとも教職をとるので

あれば広範な教育論議をすべきだと思うのである。

その 4

ここ1年間,社会文化コース学生ユニオンの活動

を してきたが,一部に私への批判があるときくので

その経過等の説明を しておかなければならないだろ

う。その 2でふれたユニオンの原型は,学生図書委

員会であったが,昨年春,学生の結合と研究室,図

書の管理などの理由から学生委員会へ発展すべき旨 ,

委員の選出をはかり執行部を構成 した。一応 3分の

2以上の署名もあり,執行部で正式名称として「ユ

ニオン」を決定した。かくして学生図書委員会の発

展的解消を以てユニオンが成立 したのである。しか

しながら実質的活動もせず ,そ のやり方に批判が出

て,執行部は結局最初からやり直すことになり「準

備会」を結成するに至った。今にしておもえば私の

やり方すなわち組織づくり,運動の仕方にはあやま

りの面もあったのは事実である。しか し実際上研究

室・ 図書の管理をや らなければならなかったという

事情も理解されたい。少なくともその意図にあやま

りはなかったとおもう。それは「No ll」 を見てもら

えれば承知してもらえるだろう。

研究室は,開かれていなければならないし,学生

交流の・場"が確保されていなければならない。た

しかにそれらは一個人の不満に端を発 しているが ,

はたして個々の学生の要求・ 不満・ 問題意識に根ざ

さない運動があるだろうか。個々の具体例にふれる

余裕をもたないが,一つだけあげるならば社会文化

学生研究室は今や単なる研究室および演習室にかわ

っているのであるノ ゼ ミで使うため自由に使えな

いのである。いったい学生の自主性・ 創造性を保障

せず して,大学の自治,学問の自由が守れるのだろ

うか。予算ひとつとっても,学生には輪転機やコピ

ーは使わすなという。学生数に応じて予算配分がな

されている筈ときく。いったい大学は三身一体では

なく,二身一体と主張 しうるのか。学生が印刷機 (

つまり国費 )を使うならばユニオンに教官が介入す

るといった主張はどこから出てくるのか。我々学生

にもその使途には権利がある筈ではないか。某大学

では卒論用のコピーは無料という。卒論用のコピー

程費用のかさむものはなく,全 くばかにはならない。

全てのコピーを無料にと言っているのではなく,一

部 10円 でもいい,何とか考慮 してほしいと主張 して

いるのである。もちろん最低限卒論用のコピーは全

面的に認めてほしいと要求 したいのである。

その 5

さて,この原隔はようやく卒業論文が仕上がった時

点でかいている。総頁数 291(400字 詰め )。 我 �ｼ �諺し � @



いった力 (マハ ト)がいかに培ちかわれていないか

ということを痛感 してしまった。それは 4年間勉強

しなかったせいだ,お まえ自身の責任だと言われれ

ば確かにそのとおりだが,それだけですまされぬ問

題もあるのではないか。コースに進んでいったいど

れだけの勉強を しえたのか。システム的なものはほ

とんどないと言 っても過言ではないのではないか。

いろいろな研究会も組織されていない し(1・ 2ほ ど

あるが ),学生の自主性 ,創造性を発揮 しうるよう

な機構が形成されているといえるのか。 4年生が 3

年生 02年生を指導 したり,サ ブゼミをつくったり,

意見を活発に出しうるような雰囲気が本当に形成さ

れているのか。就職が決まったからといって卒論な

んて簡単にすまそうという意見すらあるではないか。

私の卒論なんてたかが しれている。そんなことは周

知のことだ:引用が多すぎる,視角がなっていない ,

などと批判がでるのは当然だ し,否そのような状況

から卒論の在 り方なりが議論されるべきであろう。

提出したからめでた しめでたしですまされるかどう

か。全く自分とかかわっていなければ無意味だ し,

私自身製作上の欠陥を克服 しなければならないと考

えている。設備とか機構とかいろいろと要求 してゆ

くとともに,学生自身現状に甘んぜず ,自 らの立場
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を認識 し,ユニオンに参加 して実りある大学生活を

すべきである。研究会を組織 して討論 し,教養ある

大学人たらんとすべきではないか。自戒とともに後

輩諸氏の自覚を喚起 したい次第である。

その 6

いずれにせよとうとう卒業である。この 4年間い

ろいろなことがあった。やるべきこともたくさんあ

った。それらのことを忘れることなく,常に自らの

連関において考察 し,批判 し,書きつづけていきた

い。学部には不満もあったが,人生の 4年間をここ

ですごせてよかったとおもう。何故なら自ら望んで

きたし,自 己の個性化・ 思想化をな しえたからであ

る。なお卒論製作にあたり,社会文化コースの教官

方に大変お世話になり,ま た図書室の事務官方には

いろいろと便宜を計っていただき,ま ことにありが

とうございました。それから両親に感謝 したい。

経済的困窮にもかかわらず,「はなとっこん」 (方

言 )の覚悟で大学を出してくれて本当に感謝に耐え

ません。恐縮
.な がら紙面を利用させてもらったが ,

最後に総合科学部の繁栄と『 飛翔 』の発展を願 って

やみません。今後は総科OBつまり『 飛翔 』OBと

して半永久的…に寄稿したいが,いかがなものだろ

うか。

自由投稿

「韓国を訪ねて」
用度係 大 谷 浩 ―

|｀

｀`
｀`日

'修

/ 1980年 1月 2日  ソウル金浦空港

1980年 1月 2日 ,ソ ウル金浦空港に到着 しました。

二月休みを利用 して,韓国の旅を選んだのは,日本

に一番近い外国で,歴史的に深いっながりを持 って

いるということに,興味をいだいたからです。

大韓民国

韓国国際観光公社の発行による,案皓 より,簡単

な紹介を してみたいと思いますo  . :

「国号は大韓民国。1948年 8月 に政府樹立。国連に

よって韓半島における唯一の合法国家に承認された。

「韓」の由来は遠 く三韓時代 (弁韓・馬韓・ 辰韓 )

にまで遡るとされています。

韓国はアジア大陸の北東部か ら日本列島に向かっ

て突き出し,東西両側 (東海・ 西海 )および南 (大

韓海峡 )の三面が海に囲まれた半島国家です。北緯

33・ 線は日本の佐渡ケ島をよぎり,福島・ 仙台の中

間を走っていま丸  韓半島の南端済州島の南と九州

の佐世保がほぼ同じ緯度にあります。韓半島の最長

部の長さは約1∞0キ ロメートル。総面積は約22万平

方キロ。国土分断により,現在 ,統治権の及ぶ範囲

は 98477平方キロ。人口3701万人 (78年度現在 )と

なっています。

大陸性気候と海洋性気候のほぼ中間にあり=温帯

に属するので,四季の移り変りがあざやかです。

1年を通 じて暑さのピークは708月 ,そ-12.・ 1

月と規則正 しい。夏は,湿度が低 く,冬は韓国独特

の
°
三寒四温'の為にしのぎやすい。梅雨入りは 7

月,8月 に入れば梅雨明けとなり,秋の爽やかさは

定評があります。指を突き上げれば青に染まりそうな蒼
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く澄みきった空の青天が続く秋には紅葉狩りの楽 し

さが満喫できます。」と案内しています。

(ソ ウル市外の建築中のアパー ト )

1月 2日 韓式旅館 晴 -4度
ソウルでの宿泊は,M先生に紹介 して頂いた,昌

徳宮近くの韓式旅館 (ハ ンシクヨーガン)に宿をと

りました。 1泊 2400ウ オン(2ウ オンが 1円 ,lm0

円程度,食事別 )で ,6畳程の室内は ,オ ン ドル

の為にあたたかく,家具調度品はすべてらでんで細工

が してあり,書画等もなかなかりっぱです。ソウル

では老舗のこの宿で 4日 間,快適に過ごしました。

観光は,日 程の都合で多くは出来ませんでしたが
,

市内の散歩にはゆったりと時間をとりました。戒厳

令下のソウル市内は,旅行者には,あ まり緊迫した

空気が感じられず,市民は平静そのもので,日 本に

おける報道の偏向を思いました。

中心地明洞には,正月の買物をする人々や若者が

集り,と てもにぎやかです。インベーダハウスも大

繁盛 していました。ウインドショッピングをしてい

ると,買わなくてもいいから見て下さいと店内に招

きいれられました。人参茶をごちそうになりながら

品物を見せられると,買わずにいられなって くるの

が人情で,そ こをうまくついています。彼女達の愛

想のよいことについては,自 分の収入に結びついて

いるとはいうものの,サ ービスとは何かを考えさせ

られました。私の貧弱な韓国語にくらべ,彼女達の

日本語会話能力は大変なものです。 (私の会話練習

に協力してくれて,あ りがとうノ)

1月 3日  曇 -6度 板門店 (ノツ ●ムン・ヂオム)

板門店はソウル北方約60腕北緯38° 線の南方 5勧 ,

ソウル市内からはバスで 1時間∞分で南と北をさえ
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ぎる南北の幅 4脇 ,非武装地帯の真中の軍事停戦

会議場のある所です。板門店は昔はその存在すら余

り知られていない小さな農村にすぎませんで した。

それが南北分断に始まり,1950年 から3年間にわた

って続けられた朝鮮動乱の停戦協定が ,こ こで調印

韓国側の自由の家よ り写す。
北面の建物 北朝鮮側の板門閣
左手前 軍事停戦会議場

国連軍兵士が警備 している。

されてから一躍クローズアップされて来たのです。

非武装地帯のちょうど真中に位置し常に国連側と

北朝鮮側が軍事停戦委員会を通じて対峙しています

が,今 もなお近代における最も長い休戦が続いてい

るのです。

板門店は,1970年 朴正熙大統領の提唱により南北

が,こ の小さな窓□を通じて再統一の話 し合いを始

めてから,さ らに世界の目をくぎづけにして再びフ

ラッシュを浴び始めました。

現在は,1980年 1月 18日 韓国の桂圭夏大統領が ,

年頭記者会見において,先に朝鮮民主主義人民共和

国 (北朝鮮 )が南北対話再開呼びかけの書簡を韓国

側に送付 したことについて「この問題を積極的な姿

勢で検討するよう関係当局に指示 した。」と述べ南

帰 らぎる橋
この橋によ り分断。 2Km北 方に北朝鮮

の村がある。

中央のポプラは 1976年 8月 18日 事件の発

端とな ったもの。
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北首相会談に応じる構えをみせました。

(板門店訪間の留意事項は下記のとおりです。 )

1.板門店の訪問客は必ずパスポートを携帯する。

2.観光中は訪問客の安全の為にガイ ド及び国連

司令部警備兵の指示に従い行動を共に|し て下さ
い 。

3 訪問客は適切なる服装を要 し,下記のような

ものは禁じられます。

Gパ ン,Tシ ャッのまま,半ズボン,サ ンダ
ル, ミリタリースタイル,男性の長髪又は整

髪されていないヘヤースタイル, ミニスカー

ト,露出の多い女性服等,その他共同警備区

域 (JSA)。 米軍支援団 (ADVANCE
CAMP)司 令官が許可 しない服装。

4 自由の橋と板門店の間は写真撮影が禁じられ

ています。但し,」 SA内では撮影は自由です。

内では撮影は自由です。

5 板門店会議場の北朝鮮側施設や器物,特に旗
やマイク等に触れてはなりません。

6 板門店内にては北朝鮮側に如何なる行動即ち ,

北朝鮮側の兵士に話 しかけることや笑顔を送る
こと,又は,手を振るゼスチュアーは一切禁じ

られています。

なお,板門店訪間に際 して,生命保障は万全をき

すけれども,万一の有事を考慮 して誓約書に署名を

して見学をしました。この訪間は 1月 3日 火大韓旅

行社の板門店ツアーに参加 したものです。ちなみに

料金は86Ю ウオンで昼食は将校用の食堂で食べまし

た。 (あ まり緊迫感は見られず〃 )

1月 4日 晴 -7度
ソウル大学校

東国大学校

1月 5日 晴 -8度  民俗村 (ミ ンゾク・チヨン )

民俗村  (文化遺産の保存方法の一形態 )

ソウルの南42腕 の京釜ハイウェイ水原のインター

チェンジを抜けてわずか 3腸 の所に,朝鮮王朝 51Xl

年の庶民の歴史と生活,隋 と盤 そのものずば

りと再現させい りの民篠従助 あゞります。 鍛治屋 ,

漢方薬屋 ,も ち屋 ,居酒屋,巫女の家,易者の家 ,

書掌 (寺子屋 ),手織り・機織 りの家,農家,大富

農家,寺 ,漁夫の家など各地方別に区分 して,お

よそ科学と機械文明が入る以前の,あ らゆる生活が

ここにあります。

案内説明によれば,「 5千年の悠久な歴史を持っ
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た韓民族の,独創的伝統文化と,固有伝来の風習等

を,長 らく継承保存する為に造られたこの民俗村は ,

約23万坪の台地に, 230余棟の大小の建物が,ロ ー

カルな特色までこまかく生かされながら,昔の面影

がそのままに再現されている。

(民族村の民家 )

彼等祖先が生活の中で表現 している才気や技能が

歴然と表われている民俗工芸品や,各種家具類が陳

列され,こ れらの展示品を通 じて,目 ざめ始める此

国の若者らは当然の事 ,此国を訪れる外国の人々に

も,久 しき文化民族の真面目さを見学させ,合わせ

て其の粋を味あわせればとの願で ,建てた民俗展

示場である。」と書いています。

元祖弥勒菩薩について

金銅弥勒菩薩半珈思惟像 三国時代 (7世紀前半)

についての美術案内を要約 してみれば,「 これは三国

時代 (B.Cl世紀頃～676年 )の仏教美術の精随で

あ るばかりでなく広隆寺の半曲思惟像 (京都 。国宝

第 1号 )の原型だという。ところが広隆寺にある石

碑たは,「聖徳太子が秦始皇帝の末孫秦河勝に尊像

を受け "・ 」

と証され

ており,

歴史感覚

の跛行性

と偏見を

むき出し

にしてい

る。広隆

寺そのも

のが韓半

島から渡

って来た

所謂「渡

来人」の

氏寺であ

り,カ ー

ル ●ヤス

パ ースが

「人類の

求道像の

極限の表

元祖弥勒菩薩

(金銅弥勒菩薩半跡思惟像
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